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商工会は行きます 聞きます 提案します
平成22年度スローガン

▲宝祥海運建設㈱が所有するガット船（右は家島諸島の一つ、男鹿島）

■県連合会Letter� ２～３頁
・商工会新任管理者研修会
・監事研修会
・人事課題検討委員会
・中米地域官民パートナーシップによる地域産業振興研修
・商工会女性部部長会議
・�県青連正副会長、常任理事会
■あなたのまちの元気な企業（姫路市家島町）� ４頁
■商工会Letter� ５～６頁
・新温泉町２町商工会合併調印式（新温泉町２町商工会）
・青年部経営勉強会（姫路市商工会青年部）
・香美町恒例夏祭り３連発（香美町商工会）
・WELCOMEいちかわ体験ツアー開催
・ご利用ガイドブック作成（三田市商工会）
・「豆助」（宍粟市商工会青年部）
・夏の風物詩・どろんこバレー（稲美町商工会青年部）

　
昭
和
四
十
七
年
に
創
業
し
、
ガ
ッ
ト
船
（
貨
物
兼

砂
利
石
材
運
搬
船
）
四
隻
を
保
有
し
て
い
る
宝
祥
海

運
建
設
㈱
（
資
本
金
二
千
万
円
　
代
表
取
締
役
社
長
　

安
積
敏
和
氏
）
は
、
姫
路
市
家
島
町
の
基
幹
産
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
海
運
業
」
を
営
ん
で
い
る
。
臨
海

工
業
地
帯
の
造
成
並
び
に
港
湾
建
設
に
大
き
く
貢

献
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
経
済
発
展
し
た
昨
今
、
公
共
事
業
を
削
減
さ
れ
、

今
ま
さ
に
厳
し
い
環
境
下
に
さ
ら
さ
れ
て
は
い
る

が
、
今
日
も
安
全
・
安
心
を
心
が
け
、
信
頼
を
運
び

な
が
ら
、
家
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
採
石
業
、
海
運

業
の
復
興
・
発
展
を
願
い
事
業
を
営
ん
で
い
る
。

（
関
連
記
事
　
四
頁
）

「
安
全
・
安
心
・
信
頼
を
運
び
ま
す
」

～
宝
祥
海
運
建
設
株
式
会
社
～

姫
路
市
家
島
町

～商工会法施行50周年～
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県
連
合
会
は
、
八
月
十
九
～
二
十

日
、
福
崎
町
・
中
小
企
業
大
学
校
関

西
校
で
新
任
管
理
者
と
管
理
職
候
補

の
職
員
を
対
象
と
し
た
商
工
会
新
任

管
理
者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
講
師
と
し
て
㈱
フ
ェ
ア
ウ
ィ
ン
ド
　

代
表
取
締
役
・
中
井
嘉
樹
氏
を
招

き
、
事
務
局
の
中
核
と
な
る
べ
き
人

材
の
育
成
を
目
的
に
、
活
気
あ
る
職

場
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
講
義
と
演

習
を
交
え
て
学
ん
だ
。

　
自
分
自
身
の
課
題
や
癖
を
把
握

し
、
部
下
の
能
力
や
意
欲
に
合
わ
せ

た
指
導
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
、
組
織
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
応

用
の
き
く
内
容
だ
っ
た
。
何
度
も
グ

ル
ー
プ
を
替
え
て
意
見
を
交
換
し
、

動
き
の
あ
る
実
習
を
行
な
っ
た
た

め
、
知
識
だ
け
で
な
く
指
導
の
技
術

も
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
講
師
の
指
導
は
柔
軟
で
き
め
細
や

か
で
あ
り
、
参
加
者
は
積
極
的
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
立
場

や
年
齢
の
参
加
者
で
研
修
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
懇
親
会
の
場
で
悩
み
を

共
有
し
合
い
、
交
流
が
深
ま
っ
た
研

修
会
だ
っ
た
。

違
い
を
見
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
間

違
い
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
理
事
会

へ
の
出
席
や
職
員
の
異
動
が
必
要
」

と
日
頃
の
牽
制
機
能
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

し
た
う
え
で
、
職
員
の
基
本
的
な
労

働
条
件
の
統
一
を
目
的
に
、
今
後
も

検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
、
県
連
帰
属
化
さ

れ
て
い
な
い
事
務
局
長
と
一
般
職
員

（
統
一
採
用
試
験
合
格
者
）
に
つ
い

て
、
来
年
四
月
の
帰
属
化
を
目
指
し

た
意
見
調
整
を
行
っ
た
。

研
修
生
は
農
商
工
連
携
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。

　
そ
の
他
、
も
ち
加
工
施
設
「
つ
く

し
の
里
」で
も
ち
つ
き
の
体
験
や「
三

田
屋
本
店
」
で
能
舞
台
を
見
学
し
、

日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
中
米
地
域
の
主
要
産
業
は
農
業

で
、
こ
の
よ
う
な
官
民
連
携
に
興
味

を
抱
い
た
の
か
、
研
修
生
か
ら
多
く

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
視
察
す

る
側
、
受
け
入
れ
る
側
の
双
方
に

と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。

　
県
連
合
会
は
、
八
月
十
八
日
、
ホ

テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に
お
い
て

商
工
会
監
事
研
修
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
四
十
五
名
。

　
木
南
会
長
挨
拶
の
後
、
安
平
専
務

理
事
よ
り
「
商
工
会
の
運
営
に
つ
い

て
」
の
話
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
関

西
学
院
大
学
経
済
学
部
の
髙
林
喜
久

生
教
授
よ
り
「
日
本
の
財
政
は
大
丈

夫
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
演
で

は
「
デ
フ
レ
や
景
気
の
低
迷
に
よ
り

国
債
の
低
金
利
を
招
い
た
。
そ
の
結

果
、
歳
出
面
で
国
債
費
の
比
率
が
低

下
し
た
た
め
、
我
が
国
の
信
用
が
高

ま
っ
た
」
と
皮
肉
な
財
政
状
況
が
説

明
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
公
認
会
計
士
の
土
屋
晴

行
氏
よ
り
「
商
工
会
監
査
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り
、「
間

▲�ロールプレイングで指導面接の技法を
身につける

　
県
連
合
会
は
、
八
月
二
十
三
日
、

神
戸
市
・
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第

二
回
人
事
課
題
等
検
討
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　
当
日
の
協
議
事
項
は
次
の
と
お

り
。

一 

、
育
児
休
業
等
及
び
介
護
休
業
等

に
関
す
る
規
程
に
係
る
検
討
課
題

に
つ
い
て

二 

、
統
一
諸
規
程
の
整
備
に
つ
い
て

三
、
資
格
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
こ
の
内
、
統
一
諸
規
程
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
職
員
服
務
規
程
や
旅
費

規
程
等
の
運
用
実
態
や
課
題
を
整
理

　
県
連
合
会
は
、
㈶
太
平
洋
人
材
交

流
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

中
米
三
カ
国
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
・

グ
ア
テ
マ
ラ
・
ニ
カ
ラ
グ
ア
）
の
商

工
関
係
者
等
七
名
の
研
修
生
に
商
工

会
の
概
要
説
明
や
視
察
会
等
を
行
っ

た
。

　
九
月
一
日
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪

で
、
県
連
合
会
の
中
村
経
営
支
援
課

長
が
「
地
域
産
業
振
興
に
お
け
る
商

工
会
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
商
工

会
組
織
と
そ
の
役
割
、
具
体
的
な
事

業
内
容
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
、
事
例
を
交
え
て
講
義

し
た
。

　
九
月
三
日
に
は
、
三
田
市
役
所
で

市
長
を
表
敬
訪
問
、
そ
の
後
三
田
市

商
工
会
で
三
田
栗
を
使
っ
た
農
商
工

連
携
の
説
明
や
栗
加
工
の
「
日
乃
本

食
産
㈱
」
の
工
場
見
学
を
行
っ
た
。

見
野
代
表
取
締
役
の
説
明
を
受
け
、

▲熱心に講演をきく参加者たち

主な行事予定
₁₀
月
の
こ
よ
み

16
日
㊏
　 

商
工
会
等
職
員
昇
格

試
験
（
筆
記
）

₁₁
月
の
こ
よ
み

9
日
㊋
　
監
事
会

13
日
㊏
〜 

14
日
㊐
　
商
工
会
等
職

員
昇
格
試
験
（
面
接
）

17
日
㊌
　 

経
営
支
援
研
修
会（
基
礎
②
）

25
日
㊍
　 

青
年
部
・
女
性
部
全
国

大
会

26
日
㊎
　 

商
工
会
法
施
行
50
周
年

記
念
式
典

27
日
㊏
〜
29
日
㊊
　
全
国
物
産
展

▲中米３カ国から来日した研修生

リ
ー
ダ
ー
は
教
育
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〜
商
工
会
新
任
管
理
者
研
修
会
〜

監
事
研
修
会
を
開
催

人
事
課
題
等
検
討
委
員
会

中
米
地
域
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
地
域
産
業
振
興
研
修
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八
月
二
十
七
日
、
県
女
性
連
（
行

幸
子
会
長
）
は
、
県
下
全
女
性
部
長

を
対
象
に
初
の
「
女
性
部
長
会
議
」

を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
県
連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
上
山
修
一
氏
よ
り
講
演

を
い
た
だ
い
た
後
、
五
つ
の
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
テ
ー
マ
の
中
で
は
特
に
、
今
後
の

役
員
構
成
に
つ
い
て
、
県
連
合
会
と

同
様
、
全
女
性
部
長
が
県
女
性
連
役

員
と
な
る
よ
う
変
更
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
の
女
性

部
全
国
大
会（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

の
開
催
地
と
し
て
、
兵
庫
県
が
推
薦

さ
れ
て
い
る
件
に
つ
い
て
、
検
討
し

た
。

　
そ
の
他
、
今
後
の
幹
部
講
習
会
の

方
向
づ
け
や
、
部
員
増
強
、
女
性
部

活
動
等
に
つ
い
て
、
意
見
・
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
本
会
議
は
、
次
年
度
以
降
、
定
期

的
に
実
施
す
る
予
定
。
ま
た
、
次
回

会
議
は
、
県
外
交
流
研
修
（
十
一
月

二
十
五
日
～
二
十
六
日
）
の
行
程
中

に
開
催
す
る
。

③ 

県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ

い
て

④
近
青
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

⑤ 

全
国
主
張
発
表
大
会
、
五
十
周
年

記
念
大
会
に
つ
い
て

⑥
地
域
間
交
流
事
業
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
労
働
環
境
対
策
事
業
に
県
青
連
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
取
り
組
む
に

あ
た
り
、県
青
連
役
員
で
労
働
環
境
対

策
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
間
交
流
事
業
と
し
て

猪
名
川
町
商
工
会
青
年
部
の
ホ
ス
ト

に
よ
り
、
十
二
月
・
一
月
頃
に
神
戸

市
内
に
お
い
て
経
営
革
新
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
予
定
で
あ
る
旨
報
告
が

あ
っ
た
。

　
県
青
年
部
連
合
会
（
霞
末
浩
二
会

長
）
は
、
八
月
二
十
五
日
、
県
商
工

会
館
で
第
三
回
正
副
会
長
、
常
任
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

①
労
働
環
境
対
策
事
業
に
つ
い
て

②
近
青
連
交
流
研
修
会
に
つ
い
て

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 
50

▲活発な意見交換が行われた。

商工会名 参加人数 実施場所
芦 屋 市 �₁₅ 南芦屋浜防波堤～芦屋浜マリーナ周辺
川 西 市 � � 7 猪名川の河川敷一帯
三 田 市 �₁₀ 商工会館～JR三田駅までの道路周辺
猪名川町 � � 3 町道　原－広根線区域付近
吉 川 町 � � ₉ 吉川町商工会館周辺
加 東 市 �₂₀ 名勝・闘竜灘周辺一帯
多 可 町 �₂₂ 多可町文化会館周辺
姫 路 市 �₁₀ JR 香呂駅周辺
神 河 町 �₄₂ 神河町中村・粟賀地区内
福 崎 町 �78 屋外センター
たつの市 �₄₁ JR 播磨新宮駅、竜野駅、新舞子浜周辺
上 郡 町 �₁₅ 商工会館～上郡駅、上郡高校付近の道路周辺

宍 粟 市 �₅₂ 山崎町商店街内、国道₂₉号線沿い歩道波賀市
民局周辺歩道、千種町商店街内

朝 来 市 �₂₀ 和田山町竹田、竹田城跡駐車場及び歩道
南あわじ市 � 3₀ じゃのひれリゾートキャンプ場の施設内
合 計 37₄

青年部クリーンアップ全国大会（₈/₂₆実施）
～
県
下
全
女
性
部
長
が
意
見
交
換
～

商
工
会
女
性
部
部
長
会
議

二
十
二
年
度
事
業
等

六
議
案
を
審
議

県
青
連
正
副
会
長
、
常
任
理
事
会
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事
業
の
概
要
・
変
遷
に
つ
い
て

　
宝
祥
海
運
建
設
㈱
の
代
表
取
締
役

社
長
・
安
積
敏
和
氏
は
昭
和
四
十
一

年
、
二
十
三
歳
の
若
さ
で
父
の
跡
を

継
い
で
船
主
船
長
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
叔
父
・
山
戸
三

郎
氏
と
と
も
に
宝
祥
海
運
建
設
㈱
を

創
業
。
五
十
六
年
に
は
内
航
船
舶
運

送
業
の
認
可
を
取
得
。
同
年
、
姫
路

市
内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
、
不
動

産
賃
貸
業
へ
も
進
出
し
た
。

　
現
在
四
隻
の
ガ
ッ
ト
船
を
保
有

し
、
砂
利
・
土
砂
・
砕
石
、
鉱
滓
ス

ラ
グ
他
、
一
般
貨
物
の
運
輸
許
可
を

保
持
し
、
一
般
・
港
湾
土
木
へ
の
対

応
も
視
野
に
入
れ
、
基
幹
産
業
で
あ

る
採
石
業
、
海
運
業
の
復
興
・
発
展

を
願
い
事
業
を
営
ん
で
い
る
。

経
営
理
念

◆ 

海
運
業
、
船
舶
、
港
湾
土
木
は
お

任
せ
く
だ
さ
い
。

◆
安
全
・
安
心
・
信
頼
を
運
び
ま
す
。

◆
地
域
へ
の
感
謝
、地
域
へ
の
貢
献
。

　
一
度
で
も
信
頼
を
損
な
え
ば
会
社

の
み
な
ら
ず
地
域
全
体
の
信
用
を
失

う
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
経
営
者

自
身
は
基
よ
り
、
船
員
従
業
員
に
対

し
て
、
安
全
・
安
心
・
信
頼
に
つ
い

て
の
教
育
を
徹
底
、
そ
し
て
島
へ
の

感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
仕
事
を

通
し
て
の
地
域
へ
の
貢
献
を
心
が
け

て
い
る
。

家
島
町
の
現
状

　
家
島
は
、
姫
路
の
沖
合
い
十
八
㌔

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
四
十
四
島
か
ら

な
る
島
で
あ
り
、産
業
は
、海
運
業
・

石
材
採
掘
業
・
漁
業
が
三
大
地
場
産

業
で
あ
る
。
特
に
海
運
・
石
材
業
に

つ
い
て
は
、
関
西
国
際
空
港
埋
立
工

事
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
港
湾
・

護
岸
工
事
な
ど
、
全
国
津
々
浦
々
家

島
の
船
舶
が
航
行
し
、
我
が
国
の
経

済
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
し
か
し
近
年
で
は
、
港
湾
関
係
工

事
等
の
激
減
に
伴
う
石
材
等
の
需
要

の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
家
島
を
母
港

と
す
る
船
舶
の
数
も
三
分
の
一
程
度

に
な
り
事
業
所
も
激
減
し
た
。

　
雇
用
の
場
を
奪
わ
れ
た
島
民
は
、

働
く
場
所
を
求
め
て
島
外
へ
流
出
す

る
な
ど
過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
。

地
域
に
対
す
る
社
長
の
思
い

　
こ
の
地
域
に
育
て
て
も
ら
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
微
力
な
が
ら
地
域
へ
の
貢

献
・
奉
仕
を
念
頭
に
頑
張
っ
て
き
た

自
負
も
あ
る
の
で
、
今
後
も
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指

し
て
い
く
。

　
島
を
切
り
崩
し
て
の
産
業
は
、
わ

が
身
を
削
る
思
い
で
辛
さ
も
感
じ
る

が
、
そ
の
お
陰
で
、
地
域
活
性
化
を

実
現
で
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
経
済
発
展
し
た
昨
今
、
公
共
事
業

が
削
減
さ
れ
る
方
向
で
は
あ
る
が
、

島
国
日
本
に
と
っ
て
は
、「
安
全
、

安
心
」の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

充
分
な
状
態
で
は
な
い
。

　
安
全
安
心
な
港
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
地
震
や
津
波
対
策
な
ど
の
護
岸

工
事
、
防
波
堤
の
設
置
整
備
な
ど
の

工
事
は
ま
だ
ま
だ
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
公
共
工
事
は
無
駄
ば
か
り
と
の
最

近
の
風
潮
も
あ
る
が
、
必
要
な
公
共

工
事
は
削
減
す
べ
き
で
な
い
。
永
年

現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
、こ

れ
か
ら
も
強
く
訴
え
て
い
く
と
い
う
。

商
工
会
に
望
む
こ
と

　
海
運
お
よ
び
石
材
業
界
の
立
場
と

し
て
は
、
港
湾
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
必
要
性
を
国
・
県
関
係
団
体
へ

強
く
訴
え
、
大
規
模
公
共
工
事
の
継

続
的
な
発
注
を
促
し
て
も
ら
い
た

い
。
か
つ
て
は
、
特
に
金
融
面
に
お

い
て
商
工
会
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
企
業
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た

が
、最
近
の
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
、

金
融
支
援
も
限
界
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
各

企
業
の
商
工
会
へ
の
依
存
度
も
低
下

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
地
元
企
業
・
会

員
の
た
め
に
な
る
よ
う
、
そ
し
て
新
た

な
発
想
で
地
域
お
こ
し
な
ど
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
㉑

宝
祥
海
運
建
設
㈱～姫

路
市
家
島
町
～

企業概要
①企業名　宝祥海運建設株式会社
②代表者　安積　敏和
③住所　　姫路市家島町真浦₂3₄3
④TEL　　���₀7₉︲3₂₅︲₀6₁3
　FAX　　₀7₉︲3₂₅︲₂₅₂6
⑤URL　　http://www.ho-syo.jp/
⑥資本金　₂，₀₀₀万円
⑦創業年　昭和₄7年８月
⑧従業員　₂8名
⑨商工会員歴　3₀年

▲社長の安積敏和氏

※詳しくは eLTAXホームページをご覧下さい

兵庫県・県民局県税事務所

電子申告をご利用ください！電子申告をご利用ください！
　兵庫県では、eLTAX（地方税ポータルシステム）で、法人県民税・事業税、
地方法人特別税の電子申告をご利用いただけます。ぜひご活用ください。

・自宅やオフィスから手続を行うことができます
・複数の地方公共団体に対する申告を、１回のデータ送信作業で行えます
・市販の税務会計ソフト（eLTAX対応）で作成した申告データを利用で
きます

検索検索 （http://www.eltax.jp/）エルタックス

サービス一時停止のお知らせ
　電子申告等の利用件数の増加に対応するため、機器の全面リニューア
ルを行い、さらなるサービスの充実を図ります。
☆ご利用いただけるパソコンの基本ソフト（OS、ブラウザ）がバージョ
ンアップされます
■Windows XP（SP3）／VISTA（SP2）／7■Internet Explorer7／8
☆ご利用時間が延長されます
■月～金曜日（8：30～20：00）⇒月～金曜日（8：30～21：00）
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花
火
大
会
（
香
美
町
商
工
会
主
管
）

は
、
現
在
で
は
県
下
四
大
花
火
大
会

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
も
大
輪
の
華

を
咲
か
せ
た
。

　「
ふ
る
さ
と
小
代
夏
祭
り
」
は
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
賑
わ
い
の
中

心
で
、
青
年
部
扮
す
る
ロ
ー
カ
ル
戦

隊
や
寸
劇
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に

そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
で
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
で
あ
っ
た
。

　「
村
岡
ふ
る
里
祭
り
」
は
、
他
の

ふ
る
さ
と
祭
り
と
は
趣
向
が
違
い
、

商
店
街
を
活
性
化
し
よ
う
と
毎
年
八

月
第
一
土
曜
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
爆
笑
三
輪
車
大
会
で
は
大
人
が

三
輪
車
に
跨
が
り
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
商
店
街
を
疾
風
す
る
姿
は
痛
快
で

あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
香
美
町
の
夏
祭
り
三

連
発
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事
成
功

裏
に
終
了
し
た
。

　
姫
路
市
商
工
会
青
年
部
（
橋
本
清

彦
部
長
）
で
は
、
経
営
者
・
後
継
者

と
し
て
事
業
に
従
事
す
る
青
年
部
員

に
、
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
自
覚

を
持
ち「
も
っ
と
ヤ
ル
気
を
興
せ
！
」

と
、
部
員
に
よ
る
部
員
の
為
の
勉
強

会
を
開
催
中
。

　
第
一
回
目
は
八
月
六
日
、
濱
本
直

弥
研
修
委
員
長
が
講
師
と
な
り
、
ま

ず
は
「
自
分
を
知
ろ
う
、
自
社
を
知

ろ
う
」
と
言
う
こ
と
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ

分
析
に
よ
る
自
社
の
分
析
を
実
施
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
自
社
を
分
析

し
た
事
が
な
く
、
色
々
な
事
に
気
付

か
さ
れ
真
剣
に
勉
強
し
た
。
年
度
内

に
テ
ー
マ
を
変
え
五
回
程
度
開
催
予

定
で
あ
る
。

　
香
美
町
商
工
会（
朝
倉
富
征
会
長
）

で
は
、
町
内
香
住
区
の
「
香
住
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
を
七
月
二
十
四
日
・

二
十
五
日
両
日
に
、
小
代
区
の
「
ふ

る
さ
と
小
代
夏
祭
り
」
を
七
月
三
十

一
日
に
、
村
岡
区
の
「
村
岡
ふ
る
里

祭
り
」
を
八
月
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
た
。

　
こ
の
夏
祭
り
三
連
発
は
香
美
町
で

は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
香
美
町
海
の
祭
典
「
香
住
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

兵庫県商工会連合会が実施している
商工貯蓄共済制度の生命保険部分は
ジブラルタ生命がお引き受けしています。

　
新
温
泉
町
二
町
商
工
会
（
浜
坂

町
、
温
泉
町
）
の
合
併
調
印
式
が

八
月
十
一
日
浜
坂
町
商
工
会
館
で

行
わ
れ
た
。
自
治
体
合
併
に
伴
う

商
工
会
組
織
の
合
併
と
し
て
は
県

内
で
最
後
。

　
両
商
工
会
は
昨
年
七
月
に
立
ち

上
げ
た
合
併
協
議
会
に
て
合
併
案

を
ま
と
め
、
今
年
五
月
の
通
常
総

会
で
承
認
。
そ
の
後
、
合
併
設
立

委
員
会
を
組
織
し
規
約
な
ど
を
検

討
し
て
き
た
。

　
同
町
浜
坂
の
浜
坂
町
商
工
会
館

で
開
か
れ
た
調
印
式
に
は
、
浜
坂

町
商
工
会
守
山
康
博
会
長
と
温
泉

町
商
工
会
北
村
譲
次
会
長
の
ほ
か

関
係
者
三
十
人
余
り
が
出
席
。
合

併
協
議
の
経
過
報
告
に
続
い
て
、

両
会
長
が
合
併
契
約
書
に
調
印
し

た
。調
印
式
後
、守
山
会
長
は「
立

派
な
商
工
会
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
」北
村
会
長
は「
会

員
と
の
信
頼
を
深
め
て
発
展
し
て

ほ
し
い
」
と
新
体
制
に
期
待
を
寄

せ
た
。

　
十
月
一
日
合
併
後
の
両
商
工
会

の
会
員
数
は
合
わ
せ
て
約
六
百

人
。
現
在
の
浜
坂
町
商
工
会
館
を

本
所
と
し
、
温
泉
町
商
工
会
館
に

支
所
を
置
く
。

▲新商工会誕生に向けかたい握手

▲自分を分析し真剣に勉強

経営者と従業員のための全国商工会休業補償制度

商 工 会 の 休 業 補 償 プ ラ ン
所得保障保険団体契約（天災危険担保特約付）

加 入 資 格 ＊全国商工会の会員事業所の事業主（法人の場合は役員）、従業員で、加入時年齢が 64歳までの方。
＊上記事業主、従業員の配偶者である専業主婦（家事従事者）で、加入時年齢が 64歳までの方。

引受保険会社 東京海上火災保険会社・株式会社損害保険会社・あいおい損害保険会社
～★～お問い合わせは各商工会まで～★～

１　一般契約に比べ36％割引
２　最長 1年間のロングサポート（免責 7日間）
３　自宅療養中もサポート（医師の治療を受けて
いることにより全く働けない場合）
４　24時間いつでもサポート

５　加入時の医師の診査は不要
６　家事従事者の方も対象に（入院時のみ補償）
７　地震、噴火または啊津波による天災もサポート
８　入院初期費用５万円を補償（特約付帯の場合）

特　徴

平成22年10月１日から１年間
☆保険期間☆☆保険期間☆ 中途加入毎月受付中

　毎月１日の保険開始でご加入いただけます

新
温
泉
町
二
町
商
工
会

合
併
調
印
式

新
温
泉
町
二
町
商
工
会

青
年
部
経
営
勉
強
会

姫
路
市
商
工
会
青
年
部

香
美
町
恒
例 

夏
祭
り
三
連
発

香
美
町
商
工
会

▲三輪車に跨がり悪戦苦闘
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三
田
市
商
工
会（
松
原
正
武
会
長
）

は
、
商
工
会
の
事
業
内
容
等
を
詳
し

く
案
内
し
た
「
三
田
市
商
工
会
ご
利

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
会
員
に

商
工
会
の
事
業
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
を

周
知
す
る
こ
と
で
、
商
工
会
を
も
っ

と
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
年
に
一
回
全
会
員
へ
配
付
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
一
冊
で
商
工

会
事
業
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
、
会

員
増
強
の
為
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活

用
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
表
紙
を
一
新
し
、
三
田

市
内
の
観
光
名
所
を
写
真
で
紹
介
。

三
田
市
商
工
会
誕
生
の
歴
史
に
も
触

れ
て
い
る
。

宍
粟
産
黒
豆
で
Ｂ
級
グ
ル
メ

『
豆 

助
』

宍
粟
市
商
工
会
青
年
部

　
宍
粟
市
商
工
会
青
年
部
（
宮
藤
淳

部
長
）
の
地
域
開
発
委
員
会
で
は
、

地
元
産
の
黒
豆
を
使
っ
た
Ｂ
級
グ
ル

メ
﹃
豆
助
﹄
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
の
﹃
豆
助
﹄
は
、
生
地
に

小
麦
粉
と
黒
豆
パ
ウ
ダ
ー
を
た
っ
ぷ

り
と
使
用
し
、
中
に
は
地
元
産
の
黒

豆
が
一
つ
丸
ご
と
入
っ
て
お
り
、
こ

ん
が
り
真
ん
丸
に
焼
き
あ
げ
、
仕
上

げ
は
和
風
だ
し
と
い
う
逸
品
で
あ
る
。

　
か
き
氷
で
ひ
ん
や
り
の
＂
冷
や
し

豆
助
＂
と
、
と
ろ
～
り
あ
ん
か
け
が

絶
品
の
＂
あ
っ
た
か
豆
助
＂
の
二
種

類
を
考
案
。

　
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
自
由
な
発
想

と
地
元
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

ほ
か
に
は
な
い
不
思
議
な
味
と
食
感

を
生
み
出
し
た
。
地
元
の
夏
祭
り
で

は
、
何
や
ら
怪
し
い
食
べ
物
か
と
長

蛇
の
行
列
が
で
き
、大
好
評
で
あ
っ
た
。

夏
の
風
物
詩
・
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

～
稲
美
町
商
工
会
青
年
部
～

　
稲
美
町
商
工
会
青
年
部
（
大
西
雅

彦
部
長
）
で
は
、
八
月
一
日
に
「
第

八
回
い
な
み
ど
ろ
ん
こ
ま
つ
り
」
を

開
催
し
た
。
万
葉
植
物
「
あ
さ
ざ
」

で
有
名
な
天
満
大
池
（
た
め
池
百
選

認
定
：
農
水
省
）隣
接
の
田
ん
ぼ
に
、

県
内
外
か
ら
百
九
チ
ー
ム
が
集
結

し
、
猛
暑
の
中
、
約
六
百
人
が
決
戦

に
挑
ん
だ
。

　
選
手
た
ち
は
、
ぬ
か
る
み
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
泥
に
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
レ
シ
ー
ブ
や
鋭
い
ス
パ
イ
ク
を
決

め
、
畦
で
見
守
っ
た
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
た
。

　
試
合
以
外
に
も
、
自
ら
ダ
イ
ビ
ン

グ
す
る
等
泥
ま
み
れ
を
存
分
に
楽
し

ん
で
い
る
光
景
や
、
年
々
趣
向
を
凝

ら
し
て
く
る
仮
装
も
恒
例
で
あ
り
、

多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
達
は
く
ぎ
付
け

に
な
っ
て
い
た
。
全
身
ユ
ー
モ
ア
な

服
装
の
チ
ー
ム
も
多
数
参
加
し
、
大

会
に
華
を
添
え
た
。

　
昨
年
に
続
き
県
立
農
業
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
部
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
も
あ
り
、
大
会
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
次
年
度
以
降
も

青
年
部
員
が
一
丸
と
な
り
、
稲
美
町

の
発
信
に
繋
が
る
展
開
を
し
た
い
と

し
て
い
る
。

　
市
川
町
商
工
会
（
中
川
俊
昭
会

長
）
で
は
、
体
験
ツ
ア
ー
企
画
と

し
て
、
七
月
十
八
日
に
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
体
験
教
室
、
八
月
二
十
二

日
に
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
。

　
七
月
十
八
日
の
初
日
は
、
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
製
造
工
程
パ
ネ
ル
や

町
内
の
観
光
施
設
等
を
紹
介
す
る

な
ど
市
川
町
を
Ｐ
Ｒ
し
た
後
、
ス

ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
を
体
験
。

　
二
日
目
の
八
月
二
十
二
日
の
ス

ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
、
女
子

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
キ
ッ
ズ

ゴ
ル
フ
レ
ッ
ス
ン
も
実
施
。
子
ど

も
達
は
真
剣
な
表
情
で
プ
ロ
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
い
た
。

　
両
日
と
も
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

中
播
磨
地
域
だ
け
で
な
く
、
神
戸

市
、
播
磨
町
な
ど
か
ら
二
日
間
で

約
百
二
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

▲�スナッグゴルフを体験
する参加者

▲一冊で会員事業所を網羅

▲猛暑の中大熱戦

▲大人気の“冷やし豆助”

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

い
ち
か
わ
体
験

ツ
ア
ー
開
催

ご
利
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

～
三
田
市
商
工
会
～

▲�プロからのアドバイス
を真剣に聞く子供達

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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